
ほなみ 
『 プ ー ル 学 習 ス タ ー ト 』 

夏 本 番 が 待 ち 遠 し い で す 
 

例年より５日ほど早い梅雨入りとなり、晴れ間が貴重に

感じられる季節になりました。 

金井小学校では、１１日にプールの安全祈願を行いまし

た。なかなか気温・水温が上がりませんでしたが、１３日、

今年のトップをきったのは２年生。２０日には、６年生が、

小学校のプールに初めて入る１年生と手をつないでのプー

ル始め。まだ柔らかな初夏の日差しを浴びながら、水しぶき

を上げて今年最初のプールを楽しみました。どの学年も最

初は、冷たい水の感触に恐る恐るでしたが、慣れてくると歓

声を上げながらプールの中を走ったり泳いだりしていました。本格的な夏の到来を、楽しみに待

つ子どもたちの笑顔が、キラキラ輝いています。 

 

山形県沖地震から『いのち』について考える 
１８日の夜にマグニチュード 6.7 の地震が起きました。次の日の朝、何人かの子どもたちに「地

震は、大丈夫だった？」と尋ねてみると、「携帯の音にびっくりした」「怖くてお父さん（お母さ

ん）にしがみついてた」「寝ていて気づかなかった」･･･など、様々な応えが返ってきました。 

さて、みなさんは、どのように対応されたでしょうか？私は、携帯の通報が鳴り、すぐに揺れ

始めると、立ち上がることも避難することもなく、何か倒れてこないかと周りを見回しながら、

「この揺れは、もっとひどくなるのかしら･･･」と、様子見をしていました。揺れが収まると、テ

レビで地震速報を探し、「震源地は？」「山形市の震度は？」と情報集めに取りかかりました。結

局、災害時の合い言葉「危機管理のさしすせそ」を全く活かせませんでした。 

 

 避難学習では、揺れが収まったら、まず安全な場所に避難します。しかし、今回の地震で私は、

結局安全な場所へ避難しませんでした。こうした判断が、大災害になってしまったときの生死を

分けるのではないかと、反省したところです。 

  地震災害に限らず、非常時には「無駄になってもいい」  

「大げさでもいい」、最悪を想定した、最善の対応をとる  

ことを、しっかりと心に刻む必要があると思いました。各 

ご家庭においても、是非、家族の話題として、どのように 

「いのち」を守るのか、後悔しない判断について話してみ 

てください。 

 

山形市立金井小学校 
 

学校だより ３号 

Ｒ元・６・２４発行 

校長：佐藤 昌彦 

児童数 8３６名 
（６月 1 日現在） 

 

さ 最悪を想定して  し 慎重に  す 速やかに  せ 誠実に  そ 組織で 

 



６月１８日に日本赤十字社山形県支部より講師朝倉さんにおいでいただき、１年生の JRC 登録

式をおこないました。 

金井小学校は、昭和６１年６月に全児童がＪＲＣ（青少年赤十字）に加盟し、今年度で３３年

目を迎えます。相手を思いやる心、困っている人に手をさしのべる優しさを大切にしてきた学校

ということができると思います。 

式では、校長の話として、人と人をつなく言葉「ありがとう」を取り上げ、今年度のＪＲＣ委

員会の目標「ありがとうがあふれる学校」を目指していこうという話をしました。 

講師の朝倉さんからは、「気づき 考え 実行する」を柱に、何気ない周りの様子からでも、何

かに気づき、考え、よりよくするために自分なりの行動を起こす、そういう力をつけて欲しいと

いう話がありました。さらに、挨拶の魅力として、挨拶する

と、された人がいい気持ちになり笑顔が生まれ、自分も幸せ

な気分になれるという話があり、児童会の進めているあいさ

つ運動へのエールとなるお話をいただきました。 

その後、ＪＲＣ委員長宮﨑瑛士さんのリードで、全児童で

誓いのことばを唱え、１年生が元気よく、決意表明をし、朝

倉さんより肩章を授与されました。 

ＪＲＣ加盟校であるという自覚と誇りをもって、温かな絆

づくりに一層取り組んで行こうと意を強くしました。 

 

 

 

 

【７月の学校行事・ＰＴＡ活動】 
２日(火) 上学年音楽教室       16 日(火) 振替休業日 
３日(水)～５日（金）５年宿泊学習   17 日(水) 学校評議委員会      
７日(日) 山形市 PTA 連合研修大会   18 日(木) ほなみ童太鼓保存会総会 
11日(木) 学校保健委員会        24 日(水) 山形市小学校水泳記録会 
13日(土) 学習参観・PTA 球技大会    26 日(金) 終業式 

読 み 聞 か せ ☆ あ り が と う ご ざ い ま す 
 

子どもたちの読書の世界を広げ、本に親しませる

ことをねらいとして『読み聞かせの会』の方々が、

年間３０回ほど来校し学年毎に読み聞かせをしてく

ださいます。第１回目は、20 日(木)に５年生を対象

に行われました。読み聞かせを通してみんなと一緒

に本と出会う楽しさは、一人で本を読むのとは、ひ

と味違っています。ステキな体験を提供してくださ

る『読み聞かせの会（現在約 20 名 保護者でない方

もいらっしゃいます）』に心より感謝申し上げます。 

児童・生徒が赤十字の精神に基づき、世界の平和と人類の福祉に貢献

できるよう、日常生活の中での実践活動を通じて、いのちと健康を大切

に、地域社会や世界のために奉仕し、世界の人びととの友好親善の精神

を育成することを目的としています。 


